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＜病棟連絡事項＞
・オムツのカートが来ています。かごに補充をして下さい。
・陽性者が復帰する場合は抗原検査で陰性確認後に出勤。

　濃厚接触者はＮＥＡＲ法検査で陰性確認後に出勤になります。

・8/5（金）夕方にワクチン接種します。

　当日勤務のスタッフ5名を実施します。あと一人足りませんので、休みで

　来れる人は連絡下さい。
　
・熊谷Ｎｓは8/4抗原検査して、陰性であれば出勤です。

・金谷ＭＮｓは、訪看のヘルプは来週もかかるようです。

・個人へ配布した、抗原キットは回収します。

・菌が繁殖しやすい時期のため院長の指示でお風呂の入れ替え時に浴槽を塩素消毒するよう5回入れ替え分の塩素が病棟に配布されましたので消毒をお願いします。消毒により肌がピリピリするなど患者様に影響がないかも確認して下さい。成分が残らないよう消毒後の洗浄もしっかり行いましょう。スタッフオフィス洗面所下に保管しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜患者様連絡事項＞
・成田　富士子様～本人より消化器系のがんの検査をしたいと希望がありました。主治医は診察の時に具体的な本人の話を聞いていくとの事。本日小倉Ｄｒ診察あり。インシュリン処方。次回診察　8/31　10：00となります。また本日スタッフが対応してくれないという理由で昼の血糖測定、インシュリンを本人が拒否。主治医指示にてスキップして良いとの事。
・小栗　健太郎様～不穏時コントミン1Ｔ　10回分処方。
・小林　由紀子様～虫刺されがあり本人薬を希望。オイラックスクリーム1本処方。
・神田　直樹様～疼痛時カロナール（200）2Ｔ　10回分処方
・佐藤 准様～ダルク入所後の受診先を日赤呼吸器科受診の際に紹介して頂く予定とし
　　　　　　　ていた。本日、三上雅人クリニック（0177-61-6655）（青森市千刈2丁目7-18）を紹介されている。
紹介状の作成は当院退院後でなければ出来ないと言われたと話されている。（9月から受診は可能にするとも説明されたとの事）
まずは、青森ダルクへ通院先が確定したことを連絡すると共に、入所日や当院退院後に赤十字病院を受診できるかの確認もしていく必要あり。
＜ベッドコントロール＞
・本日なし
＜要注目患者様検討＞
・高柳　和子様～徘徊や奇声、盗む行為あるも頻度は減っており介入への聞き入れも出来ている。昼食は声掛けし半介助にて全量摂取。服薬拒否なし。内服薬増薬しており酸化マグネシウムも朝夕で処方されている。精神状態の変化や
・小林　由紀子様～不調訴えや希死的言動なし。他者交流適度にあり。日課も行えている。
＜金Dr.患者様診察情報＞

・本田 未来～調子について尋ねられると眠っている事が多いと訴えている。また、男性患者様に関して振り回されている事を主治医へ伝えている。主治医より本人の負担を考慮し、東病棟環境調整を検討する事を伝えている。処方変更はない。
・川崎 隆志～主治医の問いかけに穏やかに返答している。
退院に関する訴えあるも、感染症の影響から見学など出来ていない事を説明され了承されている。処方変更はない。
・村舘 ミネ～調子について尋ねられると下肢の疼痛を訴えている。その他の不調はなく、処方変更もない。

・澤田 真理～主治医の問いかけ以上に話しを持ち出している。退院に向けて再度外泊訓練を行うよう指示あり。
訓練を行うにあたって、前回外泊時の反省点を確認すると「お茶を勝手に飲んだり、夜に頓服飲んだりしたこと」と挙げている。主治医からは人と過度に接近する事があるため、適度な距離を取るよう伝えられている。処方変更はない。

・飯岡 未来～調子について尋ねられると便秘だったため、浣腸実施した事を伝えている。また、昨日は2回排便があったことも話されている。口調は落ち着いており、精神的不調の訴えはない。処方変更なし。

・鳴瀬 裕之～主治医の問いかけに穏やかに返答出来ている。処方変更はない。

・柳町 信之～処方変更はない。
・沼田 ゆき子～主治医の問いかけに穏やかに応じている。自らの訴えもなく、処方変更はない。

・中村 聡～本人より夜中に中途覚醒するため眠剤が追加出来ないか訴えあり。
6時間連続で眠れており、年齢的に中途覚醒してしまうのは仕方ない事を説明され了承されている。
また退院について訴えあるも、後見人より連絡がない為進展していないことを伝えられている。処方変更はない。

・佐々木 章洋～先週母様へ電話した際に猫の件で言い合いになり、苛々したと話されている。
主治医より喧嘩で苛々した為に頓服を使用するのは間違っていると指摘あり、まずは頓服使用せず言われたことを考えるよう指導されている。
退院先の施設を探すよう主治医より指示あり
・佐々木 紀子～主治医の問いかけに落ち着いた口調で返答している。
退院後も指示された服用時間に服薬を行うよう指導されている。処方変更はない。
　　　　　　
＜金Dr.退院支援会議録＞

・鳴瀬　裕之様～退院先は施設の方向だが、本人が環境変化を拒み進展しない状況。

・飯岡　未来様～退院先は未定。現在精神症状があり、症状の安定に向けて服薬調整中。

・佐々木　章洋様～アップルハート利用し、施設方向。進展なし。

・中村　聡様～自宅は難しく、受け入れ可能な施設がない状況。進展なし。

・佐々木　紀子様～8/7自宅にて次男の受け入れあり退院の予定。
・川崎　隆志様～GH「ライフベースはしかみ」より実質お断りを受けたことから、別GHを検討。現在、妙光園のGHに空きがあり、受け入れ出来そうとの返答を頂けているとのこと。ただ、コロナ感染が流行していることから、もう少し収束してからであれば見学や体験利用の受け入れも可能とのこと。
・澤田　真理様～やまばと寮外泊訓練中、精神症状が見られ他患者様へ迷惑をかける場面があり7/12.13の外泊時の状態から今の状態では厳しいとの情報があった。7月中の退院は延期となったが、本日の診察では再度外泊訓練をするよう指示ある。
・沼田　ゆき子様～転院を早急に進める。主治医からの診療情報提供書まち。
＜コロナウイルス感染対策＞
・病棟の感染対策本的な事は以下の通りです。

〇標準予防策の徹底（マスク、ゴーグル、一手技一手洗い、消毒）

〇ゾーニング（隔絶対応：部屋→ユニット→病棟）

〇感染経路別の対策（拡大を予防）

〇ＰＰＥ（陽性者への対応は決められたスタッフが行う）

スタッフ間で話し合う。
「咳をしている患者がいたら・・。」
コロナの症状が無いか観察。体温測定し37.5℃以上であれば指示を貰い抗原検査をする。
「陽性」→ゾーニング。大部屋の場合はその部屋は隔絶対応。同室者も同様。個室の部屋は個室を隔絶とする。ＰＰＥ。陽性者の対応は決められたスタッフが行う。医師に状態報告と陽性の報告をして処方、処置等の指示を仰ぐ。感染者発生の報告メールをする。
　メールは先日貼付されたものを参考に行う。
